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　図書館には、過去のレファレンス調査事例を記録したB6より少

し大きいサイズのカードがたくさんあります。それをパラパラめ

くっていたら、次のような事例が目に留まりました。

質問：メンデルスゾーンの歌曲（op. 88）の歌詞の綴りを確認したい。

作者は、E. Geibel.

　これだけ読めば「楽譜を見れば解決」と思うでしょう。国立音

楽大学附属図書館では、実用譜は数種類（請求番号：F25-309

等）所蔵しているし、Breitkopf & Härtelから出版された全集楽

譜（旧全集、請求番号：A1-138）もあります。これらの歌詞を比較

しても、違いは見当たりません。「本当は何を知りたいのか？」もう

少しインタビューする必要があります。すると、その学生さんが知

りたいのは、作詞者エマニュエル・ガイベル（Emanuel Geibel）の

原詩と歌詞を比較したいということだったのです。

　結果としては、比較的簡単に、インターネット上の情報から原詩

を確認することができました。

　手順をおさらいしてみます（限られた字数なので、各サイトの

URLは省略します）。

1)まず、メンデルスゾーンの「作品主題目録」で作品について確認

しました。使用した資料は以下のとおりです。

Felix Mendelssohn-Bartholdy : Thematisch

-systematisches Verzeichnis der musikalischen Werke (MWV) 

/ von Ralf Wehner（Wiesbaden : Breitkopf & Härtel , 2009）

請求番号●X-044/M537/W(資料ID●J116398)

すると、op.88は6曲からなる混声重唱曲„Sechs vierstimmige 

Lieder für Sopran, Alt, Tenor und Bass“、E. Geibelの詩は

第5曲„Deutschland“に用いられていることがわかりました。

上 記の作品目録では、6曲それぞれに作品番号が付され、

„Deuschland“には「F33」という番号が与えられています。

2)念のため、当館所蔵楽譜で歌詞を確認します。どの楽譜にも歌

詞の違いはありません。

3)次にGeibelの原詩を探します。残念ながら当館未所蔵でした。

そんな時の強い味方がインターネット上の情報です。まず、

Googleを用いてEmanuel Geibelについての概要を調べるこ

とにしました。すると、ドイツ語版のWikipediaに原詩について

の情報が載っていました。該当のURLまでリンクされているの

でバイエルン国立図書館で公開している初版を簡単に見ること

ができます。しかし該当の詩が収載されている詩集のタイトル

がわかりません。そこで、またGoogleに詩人の名と歌いだしを

入力、すると„Juniuslieder“（1848）に収められた詩だという

ことがわかりました。バイエルン国立図書館のデジタル・データ

に戻り、目次を辿ると目的の詩がみつかります。しかし、古い字

体（ひげ文字）で書かれているため読むのに疲れます。

4)それならば と 、インターネット上の電 子 図 書 館 “ Pro j e c t 

Gutenberg”で、作者名と詩のタイトルを入力（または、Google

で geibel juniuslieder project gutenbergと入力）。あっとい

う間に該当の詩に辿り着くことができました。

5)3)と4)でみつかった詩とメンデルスゾーンの楽譜の歌詞を比

較します。歌いだしは一緒…しかし第1連の3行目で、早くも違

いが見つかりました。

歌詞（タイトル：Deutschland）

Durch tiefe Nacht ein Brausen zieht

Und beugt die knospenden Reiser

Es klingt im Wind ein altes Lied

Das Lied vom deutschen Kaiser

原詩（タイトル：Lied des Alten im Bart）

Durch tiefe Nacht ein Brausen Zieht

Und beugt die knospenden Reiser

Im Winde klingt ein altes Lied

Das Lied vom deutschen Kaiser

　第2-4連にかけても、同じように違いが確認できました。

　現在では電子図書館や歌曲・合唱曲のテキストを掲載するサイ

トが、調査時よりさらに増えています。ドイツ・リートについて調べ

ていると、元の詩を確認するという作業も必要となることもあるで

しょう。Geibelについての調査は、図書館まで出かけなくても、自

宅で多くの収穫を得ることができることを実感した例でした。

＊3階のレファレンス・カウンターは、現在、閉鎖していますが、皆さんから

の質問は、2階メイン・カウンターで受付けています。5月から実施してい

るメールやファックスによるレファレンス（調査受付）も引き続き利用で

きます。帰省中で図書館に来られない場合は、図書館のホームページの

案内「オンライン授業期間のレファレンス（調査受付）」を参考に質問をお

送りください。

Question box しつもんばこ　 レファレンス・ルームにて㉑

ドイツ語の原詩を探す：リアル/バーチャル図書館往来

ひぐち　まきこ　●　就寝前の読書は子どもの頃からの習慣。
ウィリアム・トレヴァーの遺作『ラスト・ストーリーズ』（国書刊行会, 2020）。短編集なので、一編ずつ楽しみに読んでいます。

樋口 眞規子

Question box㉑

2020年度、図書館は、新型コロナウィルスの感染拡大、緊急事態宣言を受けて4月1日から5月31日まで閉館しました。その後、「学内者のみ」と
いう制限付きで6月1日から開館し現在に至りますが、来館利用者の数が多いとは言えない些か寂しい状況が続いています。レファレンス・カウ
ンターでの調査も開店休業状態……、そんなわけで、今回は、数年前の事例をひとつご紹介することにします。
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ポップスも、前衛音楽も
　エンニオ・モリコーネの写真を見ると、やや大きめのめがねフ

レームが特徴的な、誠実で折り目正しそうな印象を受ける。風貌に

似合いの職業は大学教授か研究者といったところであろうか。

　モリコーネは1928年11月10日ローマ生まれ。父親はジャズ・ト

ランペッターだった。18歳で聖チェチリア音楽院のトランペット科

を修了。同音楽院で、作曲指揮法及び合唱法を学び、20世紀イタ

リアの三大巨匠のひとりである恩師ゴーフレット・ペトラッシの指

導のもと、25歳の時、作曲科を首席で卒業。

　彼は音大在学中の50年頃からラジオ番組の仕事（編曲）のアル

バイトを始め、55年に他の作曲家の助手として映画のための作曲

と編曲を開始した。また57年にはテレビ向けの舞台音楽家として

デビューし、60年頃からTVバラエティ番組のアレンジャーとして

も本格的に仕事を開始した。なお映画音楽の作曲家としてのデ

ビューは61年『ファシスト(Il Federale）』とされている。

　1960年代のイタリアでは、サンレモ音楽祭と対抗するかのように

カンタジーロ歌謡祭が始まり、イタリア全土をあげての現代歌謡ブー

ムが訪れていた。モリコーネは舞台音楽を手がけるかたわら、ラジオ・

テレビでジャンニ・モランディ、ジーノ・パオーリらの歌謡曲（カン

ツォーネ）のアレンジャー兼指揮者として500曲超ものレコーディン

グを行い、「THE FATHER OF MODERN ARRANGEMENT」と

賞賛されたという。彼は、その並々ならぬ才能とバイタリティーと

で60年代のイタリア現代歌謡界に多大な功績を残した。今でこそ

映画音楽の巨匠モリコーネだが、原点はこの当時のアレンジャー

としての活動にあったと言っても過言ではないだろう。

　また彼は前衛音楽にも意欲的で、64年から80年にかけて、フラ

ンコ・エヴァンゲリスティ主宰の即興音楽演奏家集団「Nuova 

Consonanza（新しい調和）」にトランペット奏者として参加し、6

枚のアルバムを発表している。ポップス・アレンジャーとして多忙

を極めていたのと同時期の活動ぶりは、まさに超人的である。

運命的な出会い～映画音楽作曲家として
　彼が映画音楽の作曲家としてデビューした直後に、セルジョ・レ

オーネ監督との出会いがあった。『荒野の用心棒』（64年）の製作

である。この映画をきっかけに50年代末からの一連のマカロニ

（スパゲッティ）・ウエスタンが大ブレイクした。レオーネ監督とは

『荒野の用心棒』以来、『夕陽のガンマン』『続・夕陽のガンマン』『夕

陽のギャングたち』そして同

監督の遺作となった『ワン

ス・ア・タイム・イン・アメリ

カ』まで続いた。同時にモリ

コーネ音楽も、その存在感

を増していった。ふたりは

小学校の同級生でもあった

という。その後も、G・トルナ

トーレ監督やタランティーノ監督などの大ヒット作の音楽を担当

し続け、現在の映画音楽作曲家としての名声を不動のものとした

事は万人の知る所である。

　日本との関連に目を向けてみると、1985年、日仏合作のテレビ・

ドキュメンタリー『ルーヴル美術館』の音楽を担当、第77回芥川賞

受賞(1977年)の池田満寿夫原作の映画『エーゲ海に捧ぐ』や

2003年NHK大河ドラマ『武蔵MUSASHI』の音楽も担当した。　

　『武蔵MUSASHI』のチーフ・プロデューサーによれば「武蔵の

一途で孤独な生き方はマカロニ・ウエスタンに登場するガンマン

に通じるものがあるのではないかという考え方が出て、エンニオ・

モリコーネの名が浮上した」との事である。

永遠のモリコーネ
　モリコーネは、はじめは映画音楽の作曲家になろうとは思って

もいなかったそうである。彼は映画音楽作曲家として高い評価と

地位を得た後も、自分が本来求める音楽を「絶対音楽」と称し、生

涯、尊重しこだわり続けた。

　『1900年』『ミッション』『アンタッチャブル』『ニュー・シネマ・パ

ラダイス』『海の上のピアニスト』などの多種多彩な作品により、ア

カデミー賞・イタリア共和国功労勲章・旭日小綬章ほか、様々な栄

誉に輝くモリコーネ。映画と共に彼の音楽もまた永遠に色あせる

事なく響き続けるのだろう。

【参考資料】
・エンニオ・モリコーネ、自身を語る / エンニオ・モリコーネ、アントニオ・モ

ンダ著 中山エツコ訳 河出書房新社　2013　請求番号●J128-094
・The Ennio Morricone Chronicles. RCA, 2000　

請求番号●XD45668～677
・Yo-Yo Ma plays Ennio Morricone. Sony Classical, 2004   

請求番号●XD54728

職人技の音楽～追悼エンニオ・モリコーネ～ 宮部 真砂子

みやべ　まさこ　●　モリコーネ・エピソードご紹介。愛妻家、チョコ好き、サッカーチーム「ローマ」の熱烈サポーター、チェス愛好家（ボビー・フィッシャーを敬愛）…

Ennio Morricone
(Britannica_Image_Quest_144_1533884.jpg)

2020年7月6日、映画音楽の巨匠エンニオ・モリコーネがこの世を去った。享年91歳。
一生涯、クラシック作曲家としての矜持を持ち続けたモリコーネの足跡を振り返ってみたい。
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